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令和２年度第２回秦野市入札監視委員会議事概要 

 

日 時 令和２年１０月２８日（水）から１２月２日（水）まで 

場 所 書面による会議 

出席者 

(回答者) 
荒川委員長、久保委員、舟戸委員、桑原委員、鞠山委員 

 

１ 審議開始 

 

２ 議事 

  抽出案件の審議について 

工  事 

案件番号 案件名称 

１  令和２年度金井場配水場電気設備更新工事 

審議内容 

 落札率が高い理由を確認したい。 

回  答 

 設備を運用しながらの工事であり、既存設備との取り合いも複

雑で制約が多く、水道インフラ設備に関して相応の知識・経験を

必要とし、技術的難易度が高い内容であることから、入札参加者

が少なく落札率が高くなったと考えます。 

 委員意見等 

 特になし 
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工  事 

案件番号 案件名称 

２  令和２年度市道南矢名６４号線道路改良工事 

審議内容 

 所在地要件が「Ａ」で応札者も多いのにも関わらず、落札率が

比較的高い理由を確認したい。 

回  答 

 特殊な現場条件がある工事ではなく、設計金額も積算基準書に

基づいて積算しているため、落札率が比較的高い理由について、

担当課としては分かりません。 

 委員意見等 

 最低制限価格未満でも、事業の質を保ちつつ、十分採算がとれ

る業者が多くいたと思われます。 

 

工  事 

案件番号 案件名称 

３ 令和２年度城山配水場県水受水弁更新工事 

審議内容 

 落札率が高い理由を確認したい。 

 所在地要件が「Ｇ」でならない特段の理由を確認したい。 

回  答 

 設備を運用しながらの工事であり、時間的制約が厳しいこと

や、大口径の特殊機器のため水道インフラ設備に関して相応の知

識・経験を必要とする工事であり、技術的難易度が高い内容であ

るため、入札参加者が少なく落札率が高くなったと考えます。 

 原則として、市内事業者が受注できる工事は、市内事業者へ発

注しますが、本案件発注工種「機械器具設置」は、市内登録事業

者２者と少なく、登録がある事業者でも工事内容によって参加が

できる事業者が限られるため、「所在地要件なし」として発注して

います。 

 委員意見等 

 特になし 
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工  事 

案件番号 案件名称 

４ 
令和２年度第１号公共下水道汚水マンホールポンプ

修繕及び更新工事 

審議内容 

 高落札率及び所在地要件が「Ｇ」でならない特段の理由を確認

したい。 

回  答 

 既設マンホ－ルポンプを運用しながら、設備の一部を更新する

工事であり、特殊専門性から、応札者が１者となり、高落札とな

ったものと考えます。 

 本案件発注工種「機械器具設置」は、市内登録事業者２者と少

なく、登録がある事業者でも工事内容によって参加ができる事業

者が限られるため、「所在地要件なし」として発注しています。 

 委員意見等 

 特になし 
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工  事 

案件番号 案件名称 

５ 
市道６５号線歩道設置工事（エレベーター及び上り

エスカレーター設置工事）（令和２年度継続費設定） 

審議内容 

 金額が高く、高落札率であるため、入札執行状況を確認した

い。 

回  答 

 鉄道会社との近接工事の協議、電力会社が行う地中埋設管の切

回し工事との調整、発注済みの道路切回し工事、今後発注予定の

道路復旧工事との調整など、協議や調整事項が多く、エレベータ

ー及びエスカレーター等の建築工事に加え、歩行者デッキや階段

設置などの土木工事もある多工種の案件でもあり、特殊な工種も

多く含まれるため、高落札率となったと考えます。 

 多工種の案件では、下請けの業者数か多くなることで労務管理

や安全教育、工程調整等現場管理にかかる業務が増加し、各工種

での品質管理のための試験、出来形管理の測量等技術管理による

業務が増えます。 

 また、特殊工種では、専門業者等に外注する場合の経費も必要

となります。 

 直接工事費以外の間接工事の業務が増えることで、落札率が高

くなることが考えられます。 

 委員意見等 

 特になし 
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コンサル 

案件番号 案件名称 

６ 

 令和２年度第１号公共下水道大根第１０－１雨水

幹線整備及び市道鶴巻１号支線道路補修実施設計委

託業務 

審議内容 

 落札率 54.70％と低い理由を確認したい。 

回  答 

 設計業務等標準積算基準書に基づき積算しているため、予定価

格は妥当であり、一般的な設計業務のために競争性が高まったと

考えます。 

 委員意見等 

 特になし 

 

コンサル 

案件番号 案件名称 

７  令和２年度柳川地区農道測量委託業務 

審議内容 

 くじ対象者が全て設計金額の８０パーセントで応札したのかを

確認したい。 

回  答 

 くじ対象者１０者全て設計金額の８０パーセントで応札してい

ます。理由としては、測量の設計金額は、事後公表ですが、参考

見積もりを用いず、歩掛等で積算する案件が多いため、下限であ

る設計金額の８０パーセントで採算が取れると考えた事業者が多

く参加していたと考えます。 

 委員意見等 

特になし 
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コンサル 

案件番号 案件名称 

８ 
 令和２年度天神隧道外２箇所大型カルバート修繕

設計委託業務 

審議内容 

 ２者以外が予定価格以上となった点、落札率が低い点及び辞退

者が多い理由を確認したい。 

回  答 

 設計金額は、過去３年間に発注した橋りょう修繕設計委託業務

に応札した１０者から見積書を徴取し、提出された見積書の中央

値を使用しており、２者以外が予定価格以上となった理由はわか

りません。同じく、年末ではない時期での辞退又は予定価格以上

となった理由はわかりません。 

 委員意見等 

 特になし 
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一般委託 

案件番号 案件名称 

９ 
秦野市立小中学校校内無線ＬＡＮネットワーク構築委

託業務（令和元年度繰越明許） 

審議内容 

 金額が大きく落札率も高いため、状況を確認したい。 

回  答 

 設計金額は文部科学省が示したＧＩＧＡスクール構想の標準仕

様書をベースとし、本市の学校施設の配管等のインフラの整備状

況や本構想で整備するパソコン等の活用方法等を踏まえ、複数業

者から聞き取り等を実施し、整備機器を決定したうえで積算を行

っており、適正な設計を行ったと考えます。 

 委員意見等 

特になし 

 

一般委託 

案件番号 案件名称 

１０ 
 令和２年度秦野市立幼稚園業務員業務委託業務（そ

の２）（長期継続契約） 

審議内容 

 対象が１者でかつ落札率が高い理由を確認したい。 

回  答 

 長期継続案件は業務内容の変更以外では契約変更を行わないた

め、人件費が高騰した場合でも安定した収益が確保できる金額で

入札したと考えます。 

 委員意見等 

 性質が同じではないため、樹木の剪定などは、単独事業でよい

のではないですか。 
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一般委託 

案件番号 案件名称 

１１ 
令和２年度第１号公共下水道大根第１０雨水幹線整備

家屋調査委託業務 

審議内容 

 落札率が低い理由を確認したい。 

回  答 

 設計業務等標準積算基準書に基づき積算しているため、予定価

格は妥当であり、一般的な家屋調査のために事業者間の競争性が

高まった結果と考えます。 

 委員意見等 

 

 

一般委託 

案件番号 案件名称 

１２ 
令和２年度秦野市立鶴巻小学校給食調理委託業務（長

期継続契約） 

審議内容 

 辞退者が多く、最終的には入札不調となっているため状況を

確認したい。 

回  答 

 同日公告の他校の給食調理委託業務の応札状況と比べ、本案件

固有の課題等はないと考えます。設計は前年１１月の予算要求時

の見積書を設計に使用しています。見積書は３者から徴取し、過

去の契約金額を上回っているため、最低賃金の引上げに伴う人件

費の上昇分等が適正に反映されていると判断しましたが、人件費

等の上昇分が想定以上となったため、入札不調となったものと考

えられます。 

 委員意見等 

 『人件費の比重が多い委託業務は、入札執行直前に再度参考見

積を徴取するなどの対応を行う』ことが必要であると考えます。 
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その他 

案件番号 案件名称 

―  発注案件全般 

質  問 

 工事概要書を作成する際の担当課の判断基準などをお聞きする

ことは可能でしょうか。 

回  答 

 入札によって発注する工事を対象に工事概要書を作成していま

す。地方自治法第２３４条の規定に基づき、地方自治体は一般競

争入札によって契約の相手方を決定することとなっていますが、

地方自治法施行令第１６７条の２の委任によって、秦野市では、

１３０万円以内の工事を随意契約できることとしています。 

 記載項目については、担当課は「工事名称」「工事場所」「工事

概要」「代表工種」「工期」「設計金額（税抜き）」などの発注案件

の基礎となる内容を記載しています。 

 競争参加資格要件である「経営事項審査総合評定値」「所在地要

件」などについては、隔年で行われる競争入札参加者名簿の更新

時に、標準的な発注条件として庁内会議で決定し、契約検査課で

記載しています。 

 なお、令和元・２年度における営業種目別工事の標準発注条件

は別紙のとおりです。 

 

３ その他 

 決定事項等 

 特になし 

 

４ 審議終了 


